
7-3

H28 H29 H30 R1 R2

1 5回 4回 4回 4回 4回 4回 8回 10回

2

3

4

職員人件費　 （＝人員（人工）× 7,673 千円）

単位コスト実績値　１　（＝総事業費÷成果実績値） 1,568 1,566

単位コスト実績値　２　（＝総事業費÷成果実績値）

人員（人工） 0.70 0.70 0.70

5,371 5,371 5,371

総事業費　（＝事業費＋職員人件費） 6,273 6,265 6,171

地方債

その他 902 894 800

一般財源

R2予算 R2決算 R3予算

902 894 800

国道支出金

事業費　（＝下記内訳計）

内

訳

活動内容

（事業の概要や具体的な内
容、方法など）

　文化、スポーツ等をテーマに各種訪問団の派遣、受入など、活発な交流がおこなわれたことによ
り、根室、黒部両市の相互の理解が深まった。

意　図

（どの様な成果を得ようとして
いるのか）

　姉妹都市である富山県黒部市との文化、スポーツ等の交流を通じて、相互の理解と親善を深め、
両市の発展に寄与する。

３　事務事業の現状

実績値

交流事業の実施回数

活動指標名
計画値
（H27）

目標値
（R2）

目標値
（R7）

１　施策体系

施策区分 姉妹都市・国際交流の推進

施策目標 幅広い視野と豊かな人間性を育み交流するまち

２　事務事業の概要と目的
事務や事業が対象としている人
や団体など

市民

対象者の今後の予想 減少傾向

施策体系との関連

対　象

別紙１　　　　　　　事務事業評価（中間評価）シート　【令和２年度】

主管課名（担当名） 総務課（総務・防災担当）

事務事業名 姉妹都市提携推進事業 事業番号 10550

重点プロジェクト ■該当　　□非該当 評価時期
■中間
□事後

事務区分
■自治
□法定受託



見直し状況 ■検討中　　□見直し・改善済み　　□見直しをしたが改善に至っていない　　□検討していない

ア．
意図する成果に有効に結
びついていますか

イ．
市以外がその事業に取り
組むことは可能ですか
（民間、ＮＰＯ等）

ウ．
事業内容の中で、見直し
を行う必要はありますか

エ．
単位コストまたは事業費
を工夫できるアイデアは
ありますか

□ある　　□検討の必要性がある　　□ない　　■既に負担がある

　姉妹都市交流については、スポーツや文化を中心として、幅広い交流を展開しているところである
が、多くの市民が参加できるよう、事業内容の見直しを進める必要がある。

□ある　　■一部ある　　□ない

　姉妹都市提携市民会議の会員拡大による会費収入の増加、または事業内容を見直すことで経費
節減を行うことは可能である。

□ある　　■一部ある　　□ない

　同じように自治体等との交流事業を展開している場合には、事業の統合等も検討することは可能
である。

６　事務事業の今後の方向性

今後の方向性

■現状のまま継続
□見直しのうえで継続　（□拡充　　□手段を見直す　　□効率化　　□簡素化　　□統合・振替）
□終期設定あり　（R　　年度末終了予定）
□休止
□廃止
□完了

作成年月日 令和3年6月

カ．
受益者に負担をいただく
（又は負担を見直す）可
能性はありますか 　根室市姉妹都市提携市民会議において実施するスポーツ交流事業において、参加者には旅費の

一部を負担してもらっている。

４　事務事業の見直し状況や行政課題など
　　（事前評価にかかげた課題について記入）

見直しの内容など
　より多くの市民に姉妹都市交流事業への参加を呼びかけ、市民（民間）レベルでの交流に繋がる
ような事業展開が必要と考える。

今後の動向・市民ニーズなど
　姉妹都市との友好・親善交流が推進されることにより、根室市では体験できない自然や文化、産業
等を知ることができ、互いの文化レベルの向上が期待されることから、一定程度の市民ニーズがあ
ると考えられる。

５　事務事業の評価

□結びついている　　■一部結びついている　　□結びついていない

　幅広い分野で活発な交流を通じ、根室では体験できない自然や文化、産業等を知ることで、文化、
スポーツ交流の充実など、根室の発展にもつながっている。
　また、防災分野においても同時被災の可能性が限りなく少ない姉妹都市との交流を基に、災害時
の被災者受け入れ、物資の提供等の応援が期待される。

オ．
他の事業との統合につい
て可能性がありますか

■可能　　□一部可能　　□不可能

　姉妹都市提携については、現在、「根室市姉妹都市提携市民会議」（事務局は市）でおこなってい
るが、市民同士の交流であることから、民間主導による取り組みについても可能と考えられる。

□ある　　■一部ある　　□ない



7-3

H28 H29 H30 R1 R2

1 2人 2人 2人 3人 3人 3人 2人 3人

2

3

4

職員人件費　 （＝人員（人工）× 7,673 千円）

総事業費　（＝事業費＋職員人件費） 12,554 9,145 15,608

単位コスト実績値　１　（＝総事業費÷成果実績値） 4,185 3,048

単位コスト実績値　２　（＝総事業費÷成果実績値）

人員（人工）

R2予算 R2決算 R3予算

12,554 9,145 15,608

国道支出金

事業費　（＝下記内訳計）

内

訳

地方債

その他 12,554 9,145 15,608

一般財源

活動内容

（事業の概要や具体的な内
容、方法など）

市内小中学校に外国語指導助手を配置し、中学校の英語及び小学校の外国語活動の授業補助を
行う。また、小学校においては、民間企業より外国人講師を派遣し、外国語活動の補助を行う。

意　図

（どの様な成果を得ようとして
いるのか）

児童生徒の英会話やコミュニケーション能力を高めるとともに、国際理解を深めることに繋がる。

３　事務事業の現状

実績値

外国語指導助手及び外国人講師の
配置人数

活動指標名
計画値
（H27）

目標値
（R2）

目標値
（R7）

１　施策体系

施策区分 姉妹都市・国際交流の推進

施策目標 幅広い視野と豊かな人間性を育み交流するまち

２　事務事業の概要と目的
事務や事業が対象としている人
や団体など

児童生徒

対象者の今後の予想 減少傾向

施策体系との関連

対　象

別紙１　　　　　　　事務事業評価（中間評価）シート　【令和２年度】

主管課名（担当名） 教育総務課学校教育担当

事務事業名 外国語指導助手配置事業 事業番号 160

重点プロジェクト □該当　　■非該当 評価時期
■中間
□事後

事務区分
■自治
□法定受託



６　事務事業の今後の方向性

今後の方向性

■現状のまま継続
□見直しのうえで継続　（□拡充　　□手段を見直す　　□効率化　　□簡素化　　□統合・振替）
□終期設定あり　（R　　年度末終了予定）
□休止
□廃止
□完了

見直し状況 □検討中　　□見直し・改善済み　　□見直しをしたが改善に至っていない　　■検討していない

ア．
意図する成果に有効に結
びついていますか

イ．
市以外がその事業に取り
組むことは可能ですか
（民間、ＮＰＯ等）

ウ．
事業内容の中で、見直し
を行う必要はありますか

エ．
単位コストまたは事業費
を工夫できるアイデアは
ありますか

新学習指導要領に基づき、授業を通じて実施するため、市が実施すべき事業である。

□ある　　□一部ある　　■ない

児童生徒が外国人と接する機会が増え、国際理解を深めることに結びついている。

オ．
他の事業との統合につい
て可能性がありますか

□可能　　□一部可能　　■不可能

□ある　　□検討の必要性がある　　■ない　　□既に負担がある

-

□ある　　□一部ある　　■ない

主な事業費が人件費のため。

□ある　　□一部ある　　■ない

-

作成年月日 令和３年６月

カ．
受益者に負担をいただく
（又は負担を見直す）可
能性はありますか 義務教育に係る経費であり、負担を求めるのは適当ではない。

４　事務事業の見直し状況や行政課題など
　　（事前評価にかかげた課題について記入）

見直しの内容など

今後の動向・市民ニーズなど
新学習指導要領の改訂（令和２年度小学校全面実施）に伴い、小学校の英語教育が必修化される
など、今後ますます進展が予想されるグローバル化に備え、児童生徒の実践的な語学力や国際理
解に対する必要性は高まっていくことが想定される。

５　事務事業の評価

■結びついている　　□一部結びついている　　□結びついていない



7-3

H28 H29 H30 R1 R2

1 - - - - - 0人 14人 -

2 - - - - - 0回 2回 -

3

4

職員人件費　 （＝人員（人工）× 7,673 千円）

施策体系との関連

対　象

活動指標名
計画値
（R1）

目標値
（R2）

目標値
（R7）

事業費　（＝下記内訳計）

内

訳

単位コスト実績値　１　（＝総事業費÷成果実績値） - -

単位コスト実績値　２　（＝総事業費÷成果実績値） - -

人員（人工） 0.09 0.09 0.09

691 691 691

総事業費　（＝事業費＋職員人件費） 4,239 691 4,239

地方債

その他 3,548 3,548

一般財源

R2予算 R2決算 R3予算

3,548 0 3,548

国道支出金

活動内容

（事業の概要や具体的な内
容、方法など）

東京２０２０オリンピック大会後のロシア連邦オリンピック選手団とのホストタウン交流

意　図

（どの様な成果を得ようとして
いるのか）

東京２０２０オリンピック大会後のホストタウン交流を通じて平和でより良い世界の実現に貢献するオ
リンピックの精神を尊重し、北方領土問題の早期解決を願う意識の高揚を図る。

３　事務事業の現状

実績値

ロシア人オリンピック選手及びコーチ
等の来訪受入

ホストタウン交流を市ホームページ、
ＳＮＳで発信

１　施策体系

施策区分 姉妹都市・国際交流の推進

施策目標 幅広い視野と豊かな人間性を育み交流するまち

２　事務事業の概要と目的
事務や事業が対象としている人
や団体など

根室市民・民間団体・ロシア連邦オリンピック選手団

対象者の今後の予想 同程度

別紙１　　　　　　　事務事業評価（中間評価）シート　【令和２年度】

主管課名（担当名） 北方領土対策課（北方領土対策担当）

事務事業名 東京2020オリンピックホストタウン事業 事業番号 12805

重点プロジェクト □該当　　■非該当 評価時期
■中間
□事後

事務区分
■自治
□法定受託



６　事務事業の今後の方向性

今後の方向性

□現状のまま継続
□見直しのうえで継続　（□拡充　　□手段を見直す　　□効率化　　□簡素化　　□統合・振替）
■終期設定あり　（R３年度末終了予定）
□休止
□廃止
□完了

作成年月日 令和３年６月

ア．
意図する成果に有効に結
びついていますか

イ．
市以外がその事業に取り
組むことは可能ですか
（民間、ＮＰＯ等）

ウ．
事業内容の中で、見直し
を行う必要はありますか

エ．
単位コストまたは事業費
を工夫できるアイデアは
ありますか

□ある　　□検討の必要性がある　　■ない　　□既に負担がある

見直し状況 ■検討中　　□見直し・改善済み　　□見直しをしたが改善に至っていない　　□検討していない

見直しの内容など
東京２０２０大会の延期に伴う交流日程の見直し
交流における新型コロナウイルス感染症対策の見直し

今後の動向・市民ニーズなど
今後の動向としては、東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会は令和３年へ延期となったた
め、ホストタウン交流事業も１年延期となる。

５　事務事業の評価

□結びついている　　■一部結びついている　　□結びついていない

令和２年度は東京２０２０大会延期のため、本事業を実施できなかったが、関係機関が主催するホス
トタウンにおける新型コロナウイルス感染症対策のためのオンライン会議に参加し、感染症対策に
ついて協議し、ホストタウン交流の準備を進めている。

オ．
他の事業との統合につい
て可能性がありますか

□可能　　■一部可能　　□不可能

交流事業は、外郭団体の根室市・ロシア・ホストタウン交流実行委員会が実施する。

□ある　　■一部ある　　□ない

新型コロナウイルス感染症対策のため、細部の交流計画を見直す必要がある。

□ある　　■一部ある　　□ない

事業を遂行する上でより効果的な予算執行に努めていく。

□ある　　□一部ある　　■ない

特になし。

カ．
受益者に負担をいただく
（又は負担を見直す）可
能性はありますか ホストタウン交流費用は当市が負担をするので、受益者（ロシア選手団）の負担はない。

４　事務事業の見直し状況や行政課題など
　　（事前評価にかかげた課題について記入）


